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月夜野地区まちづくり協議会 

組織図と各部会活動内容 

（平成２５年 ４月 １日～平成２７年 ３月３１日） 

 

月 夜 野 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 

      

安全・安心のまちづくり部会 

テーマ・地域の人たちと協働の安全・安心のまちづくり 

１） 防犯グッズ（帽子・ベスト・ステッカー）の支給 

２） イベントでの防犯パトロール実施 

ホタル観賞の夕べ・茂左衛門地蔵尊縁日 

   ＊協力団体（区、老人会、育成会、交通安全会等） 

 

子育て支援事業部会 

テーマ・こどもが安心して成長できる場所と人づくり 

１） 子育て支援団体ネットワーク会議、情報交換 

   ＊ネットワーク会議参加団体名 

      古馬牧っ子わくわく教室、ももの子クラブ、北っ子くらぶ、 

にこにこくらぶ、月夜野おはなしの会、キッズセンター、 

NPO法人北風塾 

２） 子育てに関する講演会・研修会の開催 

３） 子どもフェスティバルの開催 

４） 上牧駅のイルミネーション装飾事業 

 

環境・美化保護活動部会 

テーマ・明るいまちづくりを地区住民と相互扶助で連携推進 

１） 上毛高原駅前イルミネーション装飾事業（２５年度） 

２） 三峰山ハイキング大会開催事業 

３） 町の花「ヤマブキ」植栽事業（２６年度） 

 

史跡・文化事業部会 

テーマ・わが町の史跡・文化を学び、地域資源を再認識し環境整備 

１） 古蹟の里整備事業（のぼり旗の設置、案内看板の作成等） 

２） 上毛高原駅付近ほりおこし事業（案内看板の作成等） 

３） 真政地区ほりおこし事業（案内看板の設置） 

＊各部会提案事業は、協議会で承認されて協議会全体で推進しております。 
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■ 協議会活動のあゆみ ■ 

 

〈平成２５年度〉 

  ◇月夜野地区まちづくり協議会  年７回開催（延べ１７２人出席）  

     場所：中央公民館・役場本庁舎 

 

◇３地区まちづくり協議会意見交換会  年３回開催 

    場所：水上公民館・新治公民館・中央公民館 

 

◇３地区合同視察研修 

視察地：埼玉県ときがわ町 

内 容：木を活かしたまちづくり活動について 

 

〈平成２６年度〉 

◇月夜野地区まちづくり協議会  年１１回開催（延べ２４７人出席） 

    場所：中央公民館・役場本庁舎 

 

◇３地区まちづくり協議会意見交換会  年４回開催 

    場所：水上公民館・新治公民館・中央公民館 

 

  ◇３地区合同視察研修 

視察地：埼玉県戸田市・川越市 

内 容：花のまちづくり活動について・町並み整備について 
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■安全・安心のまちづくり部会

〈２５年度〉

事 業 名 月夜野地区イベントでのパトロール事業 主 管 安全・安心

期 日 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金４，０１８円 参加者数 約２０名

目 的 月夜野地区で行われる「ホタル観賞の夕べ」「茂左衛門地蔵尊縁日」の

会場において、防犯ベスト、帽子を着用し防犯パトロールを実施すること

で注意喚起や軽犯罪の防止を図る。

実施状況

ホタル観賞の夕べ 茂左衛門縁日

事 業 名 防犯パトロール用品配布事業 主 管 安全・安心

期 日 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金１８６，８４０円 配布数

目 的 「防犯パトロールベスト・帽子」の着用、「防犯パトロールマグネット」

を配布し、「見せる防犯」で子ども達に安心感を与え、地域の安心・安全

のまちづくりに貢献することを目的とする。

実施状況

マグネットシート 防犯パトロールの様子
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〈２６年度〉

事 業 名 月夜野地区イベントでのパトロール事業 主 管 安全・安心

期 日 平成２６年４月１日～平成２６年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金８，２０２円 参加者数 約２０名

目 的 月夜野地区で行われる「ホタル観賞の夕べ」「茂左衛門地蔵尊縁日」の

会場において、防犯ベスト、帽子を着用し防犯パトロールを実施すること

で注意喚起や軽犯罪の防止を図る。

実施状況

ホタル観賞の夕べ 茂左衛門縁日

事 業 名 防犯パトロール用品配布事業 主 管 安全・安心

期 日 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金５１，３８６円 配布数 約３０組

目 的 イベント時にティッシュを配布し、防犯啓発を呼びかける。また、地区

内事業所や小学校 PTA などに協力いただき、車にマグネットシートを貼っ
て走行することで「犯罪抑止力」となることを目的とする。

実施状況

防犯啓発ポケットティッシュ 防犯パトロールの様子
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■子育て支援事業部会

〈２５年度〉

事 業 名 第２回子どもフェスティバル開催事業 主 管 子育て支援

期 日 平成２５年１０月２６日

場 所 みなかみ町カルチャーセンター、北部体育館

費 用 金３３５，９８７円 参加者数 参加多数

目 的 子育てに関する団体が一同に会して、日頃の活動を発表し、お互いの活

動を知る機会とする。また、地域住民の協力を得て、多くの方に参加して

もらい、「子育て」に関心を持ってもらう。

実施状況

子どもフェスティバル １ 子どもフェスティバル ２

事 業 名 上牧駅イルミネーション装飾事業 主 管 子育て支援

期 日 平成２５年１２月～平成２６年３月

場 所 ＪＲ上牧駅

費 用 金６９，２５８円 参加者数 約３０名

目 的 地域の方達と協力してクリスマスの飾りつけや清掃をすることで、上牧

駅を中心としたコミュニティづくりを図る。また、イルミネーションによ

って、駅を利用するお客様への「おもてなし」と「安心・安全（明るさと

いう安心感）」を伝えることを目的とする。

実施状況

設置作業風景 装飾された上牧駅
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〈２６年度〉

事 業 名 第３回子どもフェスティバル開催事業 主 管 子育て支援

期 日 平成２６年１０月２６日

場 所 みなかみ町カルチャーセンター、北部体育館

費 用 金２７０，８２３円 参加者数 約２５０名

目 的 幼児・児童・保護者を対象に、地区内外の子育て支援団体が日頃の活動

を紹介し、体験してもらうことによって、来場者に「子育て」や「教育」

への関心を高めてもらうことを目的とする。

実施状況

子どもフェスティバル １ 子どもフェスティバル ２

事 業 名 上牧駅イルミネーション装飾事業 主 管 子育て支援

期 日 平成２６年１２月～平成２７年２月

場 所 ＪＲ上牧駅

費 用 金５５，４９５円 参加者数 約３０名

目 的 地域の人々と協同で、クリスマスの飾り付けや清掃をすることで上牧駅

を中心としたコミュニティづくりを図る。また、イルミネーションの装飾

をすることにより、駅を利用するお客様への「おもてなし」と「安心・安

全（明るさという安心感）」を伝える事を目的とする。

実施状況

設置作業の様子 装飾された上牧駅
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■環境・美化保護活動部会

〈２５年度〉

事 業 名 上毛高原駅イルミネーション装飾事業 主 管 環境・美化

期 日 平成２５年１２月～平成２６年３月

場 所 上毛高原駅周辺

費 用 金４２０，０００円 参加者数 ２０名

目 的 地域の活性化と観光振興のため、みなかみ町の「玄関口」とも言える上

毛高原駅周辺を、イルミネーションで装飾し、駅利用者や町外者に向けて

「みなかみ町」をアピールすることを目的とする。

実施状況

設置作業風景 ライトアップ

事 業 名 三峰山ハイキング大会 主 管 環境・美化

期 日 平成２５年５月３日

場 所 三峰山周辺

費 用 金４７，００８円 参加者数 約５０名

目 的 昨年度、設置した三峰山の登山者向けにハイキングコースの案内看板を

利用し、三峰山の良さを再確認するとともに町民のふれあい交流と健康促

進を図ることを目的とする。

実施状況

設置した案内看板 ハイキングの様子
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〈２６年度〉

事 業 名 三峰山ハイキング大会 主 管 環境・美化

期 日 平成２６年５月３日

場 所 三峰山周辺

費 用 なし 参加者数 約３０名

目 的 三峰山をのんびりハイキングすることで、草花を愛で景色を楽しんだり

して、ふるさとの山の良さを再確認し、また、参加者の交流と健康促進を

図ることを目的とする。

実施状況

三峰山に向かって 記念写真

事 業 名 町の花「ヤマブキ」植栽事業 主 管 環境・美化

期 日 平成２７年３月１日～平成２７年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金８１，２９４円 植栽箇所 ４ヶ所

目 的 みなかみ町新設１０周年を機に、町の花である「ヤマブキ」を地域の方

達と協力して植栽し、景観の美化に貢献することを目的とする。また、町

民や観光客に対して町の花をＰＲする。

実施状況

ヤマブキの花 植栽作業の様子
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■史跡・文化事業部会

〈２５年度〉

事 業 名 真政地区整備事業 主 管 史跡・文化

期 日 平成２５年３月

場 所 真政地区

費 用 金１８９，５２０円 参加者数 １０名

目 的 真政地区に訪れる人々のために、真政地区の入口として使用していない

看板を再利用し整備することで観光振興及び地域の活性化を図ることを目

的とする。

実施状況

設置作業の様子 設置された看板

事 業 名 伝説と古蹟の里整備事業 主 管 史跡・文化

期 日 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

場 所 師地内

費 用 金３０６，０４７円 参加者数 ２０名

目 的 師地区に点在する遺跡等の維持管理を行い史跡の由来や伝説を再認識す

るとともに、伝説のほりおこしをしてまちづくりを進める。また、観光振

興を目的に、地域住民が一体となって事業に取り組み、コミュニティづく

りの推進と地域の活性化を図る。

実施状況

看板設置作業 古蹟を紹介する看板
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事 業 名 伝説と古蹟の里幟旗設置事業 主 管 史跡・文化

期 日 平成２６年３月

場 所 月夜野ＩＣ附近

費 用 金１９８，１９９円 設置数 約４０ヶ所

目 的 月夜野ＩＣ附近の史跡に幟旗を設置し、古蹟の場所を明らかにし、目印

として古蹟めぐりに利用してもらうことを目的とする。

実施状況

設置された幟旗（山王宮・政所八幡）

事 業 名 茂左衛門地蔵尊椅子設置事業 主 管 史跡・文化

期 日 平成２６年３月

場 所 茂左衛門地蔵尊千日堂境内

費 用 金５０，４００円 参加者数 １０名

目 的 茂左衛門地蔵尊千日堂を訪れた人のために、長椅子を作成、設置して、

休憩する場所を提供する。また、地元の方達と協力して作業することで親

睦を図り、地域コミュニティの活性化を図ることを目的とする。

実施状況

作業の様子 完成した椅子
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〈２６年度〉

事 業 名 伝説と古蹟の里ほりおこし事業 主 管 史跡・文化

期 日 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金３４５，６００円 発行数 ５００部

目 的 月夜野ＩＣ附近に点在する、既にほりおこした３２ヶ所の古蹟に関する

伝説や由来をまとめた小冊子を発行。これを活用して地域おこしへ発展さ

せることを目的とする。

実施状況

古蹟の案内看板 「伝説と古蹟の里」小冊子

事 業 名 義民の里めぐり促進事業 主 管 史跡・文化

期 日 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

場 所 月夜野各地区

費 用 金２１６，０００円 作成数 2,000部
目 的 月夜野地区の義民、松井市兵衛、杉木茂左衛門に関する史跡めぐりマッ

プを発行して、みなかみ町内外の人々に知ってもらうことで地域活性を促

すことを目的とする。

実施状況

茂左衛門地蔵尊 義民の里めぐりマップ
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■その他事業

〈２５年度〉

事 業 名 師地区ふれあい交流展示会事業 主 管 地 域 住 民

期 日 平成２５年１１月１０日 ９：００～１５：００

場 所 師公民館

費 用 金４４，５７１円 参加者数 複数名

目 的 師地区と共催し、地域住民の文化、伝統等の継承とコミュニティの醸成

を図るため、公民館において交流会を開催する。絵画、書道、写真、手芸

品など２００点以上の展示や餅つき大会など行い、年齢を問わず地区住民

が集い、昔話に花を咲かせた。

実施状況

交流している様子 作品の展示風景

〈平成２６年度〉

事 業 名 師地区ふれあい交流展示会事業 主 管 地域住民

期 日 平成２６年１１月８日 ９：００～１５：００

場 所 師公民館

費 用 金４３，３０２円 参加者数 約７０名

目 的 師地区住民の中で趣味や特技を持っている方達が中心となり、様々な作

品を展示。餅つき大会を行って、訪れた区民達と交流を図り、地域コミュ

ニティの

１）展示内容

・切り絵ほか美術作品 ・編み物ほか手芸作品

実施状況 ・昔懐かしい品（銅製手鏡など） ・菊鉢植え

・幼児及び小中学生作品 総数１４５点

２）出展者 ４０名
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